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研究成果の概要（和文）：本研究は、W・フォークナーがアメリカ南部の町を舞台とした壮大な

サーガを創造しながら、共同体に定住している特定の家系の年代記のみならず、次第に放浪者、

移動するマイノリティへと関心を広げていることに注目した。彼が定住者とノマドの間の軋轢

を問い、父権社会への批判を強め、そのような社会の閉塞性を打開する方法として、伝統的家

族の解体と流動的、雑種的家族の可能性を模索したことを示し、21 世紀のグローバルで越境的

視点からののフォークナー読解を提案した。 

 
研究成果の概要（英文）：This study starts with the recognition that William Faulkner not 

only created the Yoknapatawpha Saga based on his hometown in the American South, but 

he realized the importance of the nomads and the minorities who constantly moved in and 

out of community.  The study demonstrates that Faulkner examines the struggle between 

the community and the nomads, and that he goes so far as to decompose the traditional 

family.  With the help of border-crossing theory, the study shows that Faulkner proposes a 

new type of nomadic family that consists of non-blood-related members so as to challenge 

the patriarchal society. 
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１． 研究開始当初の背景 

フォークナーは、1950～60 年代には
共同体重視の南部作家や実験的モダニ
ストとして評価を得たが、その後ジェン
ダー研究やポストモダニズムからも注
目され、ポストコロニアリズムにおいて

は主に中後期作品を評価される形で研
究・批評が推移してきた。 

特に 1990 年代からは、南北アメリカ
大陸植民地の歴史を視野に納めてアメ
リカ南部を語る作家として、そのテクス
トを検証しなおす作業が始まっている。
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それは、アーキペラゴ論、クレオール化
論を展開してカリブ海文学における交
通の重要性を説くエドゥアール・グリッ
サンによるフォークナー論（Faulkner, 
Mississippi, 1996, 1999）をはじめとし
て、Faulkner in America: Faulkner 
and Yoknapatawpha 1998 (2001)、南部
と新大陸植民地の関係を論じた Look 
Away!: The U.S. South in New World 
Studies (2004)などに成果がでてきてい
る。その流れの中で、フォークナーのみ
ならず中南米を舞台とした作家たちの
文学までを視野に、異人種混交の家族を
分析したジョージ・B・ハンドレイの
Postslavery Literatures in the 
Americas: Family Portraits in Black 
and White は、本研究にも大きな示唆を
与えた。 

本研究は基本的にこれら 1990 年代来
のクレオール論やポストコロニアリズ
ム論、及びフォークナー研究の流れを汲
む。なお、異端、漂流と社会の関係につ
いては、主に G・ドゥルーズの『マイナ
ー文学』、マイノリティの主流社会に対
する関係はホミ・バーバの『文化の場所』、
グ ロ リ ア ・ ア ン サ ル ド ゥ ア の
Borderlands/La Frontera、父権制家族
に対する挑戦についてはジュディス・バ
トラーの『アンティゴネーの主張』など
ジェンダー研究をおもに理論的基盤と
した。 

 

２． 研究の目的 

21 世紀において文学は、国家枠をは
みだしグローバル化に翻弄される亡命
者、難民、移民、マイノリティなど、個
人のアイデンティティの重層化やボー
ダーランド体験の重要性が増している。
またポストエスニックの時代と言われ
る現在、血縁、地縁に頼らない家族のあ
り方は漂流、越境を繰り返す人生ととも
に、国民国家中心の価値観を打開する緒
口として注目に値する。20 世紀アメリ
カ合衆国の作家ウィリアム・フォークナ
ーは、モダニスト、またはアメリカ南部
の人種問題やコミュニティの歴史に焦
点を当てたヒューマニストといった一
般的理解とは異なり、常に放浪者や共同
体の異端者に注意を向けてきた。 

本研究では、彼のテクストを定住者と
そこから疎外された異端者、そして漂流
者の関係から分析し、定住と漂流の間で
父権社会の家族像の変化を考察する。父
権制家族の解体、血縁と異なる家族関係
の形成、個人や疑似家族の放浪や流動性
が、新たな世界文学が模索する、国民国
家を超えた関係性、異人種間の連帯、雑

種の共生に示唆を与えることを明らか
にする。 

 

３． 研究の方法 

 「移動」と「定住」について、ドゥル
ーズの『マイナー文学』を基礎として、
父権社会に対して「漂流」がもつ抵抗の
意義を確認したのち、伝統的な家族概念
と国民国家の基礎単位としての父権家
族制度の密接な関係を再確認しておく。
それをもとにフォークナーの中、後期作
品でノマド的登場人物がどのような重
要性を占めているか、彼らが既存の主流
社会にとってどのような脅威となって
いるかを検証する。その際、比較として、
フォークナーから多大な文学的影響を
受けた日本作家、中上健次の作品に登場
するノマド的人物も参照する。さらにフ
ォークナーが描くマイノリティや漂流
者、異人種が形成する擬似家族もしくは
小集団が、父権社会の解体につながる提
案として有効かどうか考察する。最終目
的は、フォークナー文学における家族の
形の変遷とその意義を、南部の村落共同
体を超えてアメリカ合衆国、さらにはグ
ローバルな規模で探ることである。 

 
４． 研究成果 

2010年は、フォークナーの中期を代表す
る作品の一つである『八月の光』が、共
同体と 4人の放浪者である主要登場人物
のあいだの葛藤であることに注目し、混
血かもしれないジョー・クリスマスと町
の異端者ジョアンナ・バーデンを中心に
考察した。放浪する男性と共同体から異
端視される女性の関係は、中上健次の短
編「不死」にもある。これらのマイノリ
ティ女性に付される神話的な魔性とそ
れに惹かれつつ反発する放浪者の男性
の関係には、神話、伝説に見られる共同
体の排他性とスケープゴートとしての
異端者、父権制社会への従属と反発の絡
み合いなど、多くの興味深い共通点があ
ることが判明した。それについては｢＜
危険な女＞と放浪する主人公――フォ
ークナーの『八月の光』と中上健次の｢不
死｣－－」という論文として発表してい
る 
 ついで 2011 年はフォークナーの後期
作品『寓話』で、第１次世界大戦を舞台
に出身地も民族も異なる小部隊の反乱
を描くこの物語に、様々な小集団が重複
しつつ存在することに注目した。この小
説は壮大な失敗作と考えられている。し
かし戦争放棄を唱える反乱部隊の若き
指導者である伍長が、国民国家の父権制
を象徴する総司令官の私生児である一



 

 

方、伍長の家族は血縁で結ばれているわ
けではないこと、軍隊の階級制とは別に
兵隊たちのあいだでフリーメイソンの
結束が機能していること、敵味方に分か
れるはずの英独仏の将軍たちが結託す
ることなど、この小説には集団を結成す
る境界が多種類存在し、テクストの文体
と合わせて境界をなし崩し、重層化する
力を評価した。この考証の成果は、土屋
勝彦編『反響する文学』のなかの「フォ
ークナーの『寓話』と越境」として発表
している。 
また 2011年 11月には、シドニーのニ

ューサウスウェールズ大学において
Center for Modernism Studies in 

Australia 主催で行われた Faulkner in 
the Media Ecology という学会にて 
“From Sanctuary to Requiem for a 
Nun: Temple and Caddy”という題目で
研究発表を行った。これはフォークナー
の後期小説『尼僧への鎮魂歌』を中心に、
『サンクチュアリ』のヒロインであった
テンプル・ドレイクがその後結婚して築
いた伝統的家族の危機を考察している。
テンプルには父権制社会から逸脱する
欲望があり、彼女を父権制社会の中に従
属させようとする弁護士スティーヴン
ズとの葛藤、テンプルの家出を阻止しよ
うとする黒人女性ナンシー・マニゴウ自
身の反逆性、さらに彼女を通じて『響き
と怒り』や「付録――コンプソン一族」
に登場するキャディ・コンプソンとテン
プルの関連性を考察した。そこでの結論
は、女性たちの人種を超えた連帯の可能
性にフォークナーが新しい家族のあり
方を見ているのではないか、また『尼僧
への鎮魂歌』という小説が劇と小説と叙
事詩的語りのジャンル越境を行ってい
ることにも定形枠にはめられない表現
形態への挑戦がある、ということである。 
上記の研究発表については、2012 年

にさらに『尼僧への鎮魂歌』に見られる
1930 年代大恐慌に対する連邦政府の社
会主義的政策 WPA プロジェクトに対す
るフォークナーの批判、全体主義的な傾
向への危機感、地方の独自性への干渉批
判を読み取り、その点を補強して“The 

Form of Remembrance in Faulkner’s 

Late Years: Requiem for a Nun”として
紀要論文に掲載した。 

以上、フォークナーの中期から後期の
作品を中心に、放浪者と共同体の緊張関
係、伝統的家族の崩壊、さらに血縁のな
い疑似家族、異人種間の女性たちの連帯
の可能性が、ヨクナパトーファ・サーガ
の家族物語と同時に存在していること
を示した。そしてフォークナーの家族観

の変化が彼の越境的視点の広がりとな
り、国民国家の呪縛の突破口となってい
ることを明らかにした。結論として、ノ
ーベル賞受賞に至ったフォークナーが、
南部共同体とアメリカ合衆国のみなら
ず世界規模で、全体主義的傾向を持つ国
家とそこから逸脱しようとする放浪者
たちの移動の対決について、柔軟性のあ
る境界によって形作られた小集団を軸
に検討していることを証明した。  
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